
滋 賀 バ イ オ プ ロ ジ ェ ク ト 創 出 サ ロ ン

琵琶湖の水環境

水草

日時

会場 長浜バイオ大学命江館2階
セミナー室①

定員 30名
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主催 滋賀バイオ産業推進機構 協力 一般社団法人バイオビジネス創出研究会

「水草バイオマスをメタン発酵と微細藻類培養・
野菜栽培で循環利用：里湖循環型社会形成の
ための技術開発」

研究者発表

発表者 滋賀県立大学環境科学部 教授 伴 修平 氏

平成29年度 第2回テーマ

2.282018.
14 ：00～15 ：30

（水）

（長浜市田村町1266 JR田村駅から徒歩約5分）

参加費
無料
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滋 賀 バ イ オ プ ロ ジ ェ ク ト 創 出 サ ロ ン

2.28（水）

平成29年度 第2回テーマ

琵琶湖の水環境

水草
ᙖࠀሓ˰

伴 修平 氏

滋賀県立大学
環境科学部
教授

様々な水域で水生植物（水草）の異常繁茂が環境問題と
なって久しいが、水草は元来、魚介類の生息場所や産卵・
育成場所を提供し、水質浄化にも寄与する水域生態系にな
くてはならい要素の一つです。もし、水草をバイオマス資
源として有効活用する事ができれば、持続的に刈り取り除
去することで水域生態系を保全しつつ収益性を担保するこ
とができます。我々は、水草をメタン発酵処理によって分
解し、発酵液分残渣を微細藻類培養あるいは野菜栽培に利
活用するための技術開発を行っています。

14：00～15：30


